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大空に舞い上がれ!!（第27回 内灘世界の凧の祭典）

新体制決まる（議長に生田勇人氏）� ②
START内灘創生（3月定例会）� ④
一般質問 �―8人が登壇―� ⑪
ありゃ～どうなったがいね～� ⑳
委員会レポート� �



〈抱�負〉
内灘町民の皆様の熱い期待に
懸命に応えていくとともに、
本町の発展と町民福祉の向上
を目指し、誠心誠意努める覚
悟です。

プロフィール
生年月日
昭和50年1月27日
初当選
平成19年4月。現在3期。
活動歴
文教福祉常任委員会委員長、
環境開発対策特別委員会委員
長、総務産業建設常任委員会
委員長、議会運営委員会委
員、副議長等を歴任。

〈抱�負〉
新議長のもと、議会が公正かつスムーズに
運営できるよう、一生懸命取り組んでまい
ります。

プロフィール
生年月日
昭和25年1月24日
初当選
平成19年4月。現在3期。
活動歴
決算特別委員会委員長、産業建設常任委員
会委員長、広報対策特別委員会委員長、議
会運営委員会委員等を歴任。

議
長
に
生
田
氏

副
議
長
に
恩
道
氏

新体制決まる

生田　勇人 議長

恩道　正博 副議長

5月8日に、改選後初めての臨時議会（組織議会）が開かれました。
議員定数削減により委員会定数も変更となりましたが、少数精鋭、初心忘れずに取り組んでまいります。
町民のみなさまどうぞよろしくお願いいたします。

2うちなだ議会だより  第121号　平成27年6月5日



　議会の運営や活動のあり方の問題点をとらえて調査研究し、より適正円滑な議会運営を目的に、
副議長および常任委員会委員長等で構成しています。

（◎は委員長、○は副委員長）

議会運営委員会

太田　臣宣　　川口　正己　　◎夷藤　満　　○中川　　達　　恩道　正博　　生田　勇人（議長）

議会広報対策特別委員会

七田　満男　　米田　一香
北川　悦子　　◎藤井　良信　　○磯貝　幸博

　年4回発行する議会だよりの編集・発行を担当します。

総務産業建設常任委員会

磯貝　幸博　　　米田　一香　　　夷藤　　満
清水　文雄　　◎太田　臣宣　　○中川　　達

　総務部、都市整備部、消防本部、会計課、議会事務局、監査
委員事務局の所管する事務事業を調査、審査する委員会です。

文教福祉常任委員会

恩道　正博　　　北川　悦子　　　七田　満男
南　　守雄　　◎川口　正己　　○藤井　良信

　町民福祉部、教育委員会の所管する事務事業を調査、審
査する委員会です。

議会選出監査委員
　南　　守雄

河北郡市広域事務組合議会議員
　中川　　達　　夷藤　　満
　藤井　良信　　川口　正己

石川県後期高齢者医療広域連合議会議員
　生田　勇人

内灘町青少年問題協議会委員
　米田　一香
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START!内灘創生
合葬式墓所建設事業

4,320万円

ほのぼの湯
基本設計業務� 500万円

食育推進事業
40万円

3月定例会
3日～18日

避難所等への
太陽光発電式
誘導灯設置� 7,200万円
写真は、指定避難所の鶴ケ丘小学校
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その他の新規事業
・白帆台IC測量・予備設計業務 1,100万円
・都市計画道路変更図書作成業務 350万円
・霊園区画造成工事設計業務 367万円
・霊園区画改修事業 1,620万円
・霊園管理棟スロープ設置工事 320万円
・鶴ヶ丘地区雨水排水整備基本計画 2,000万円
・下水道災害時計画策定 800万円
・固定資産台帳整備業務 600万円
・宮坂ポンプ設備増設工事 2,400万円
・石川県防災総合訓練実施事業 300万円
・救急救助資機材整備事業 800万円

・畑地かんがい施設改修工事 2,150万円
・内灘駅前トイレ改修工事 30万円
・サンセットブリッジライトアップ検討 50万円
・（仮称）うちなだ健康ラリー 50万円
・中央公民館耐震改修工事 7,860万円
・向陽台公民館非常階段改修工事 270万円
・大学公民館改修工事設計業務 40万円
・文化会館非常照明改修工事 1,050万円
・文化会館非常放送改修工事 300万円
・図書館防犯ミラー設置工事 32万円

防犯カメラ設置事業
� 138万円

27年度
新規事業新規事業新規事業新規事業新規事業

（仮称）白帆台小学校
� 基本設計業務

1,000万円

設置予定箇所は
内灘駅前・内灘海水浴場
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91億1,600万円

支 出
民生費

32億8,393万円
（36.0%）

民生費
32億8,393万円
（36.0%）

土木費
14億5,032万円
（15.9%）

土木費
14億5,032万円
（15.9%）

借入金の返済
9億7,690万円
（10.7%）

借入金の返済
9億7,690万円
（10.7%）

教育費
9億7,725万円
（10.7%）

教育費
9億7,725万円
（10.7%）

総務費
9億3,654万円
（10.3%）

総務費
9億3,654万円
（10.3%）

衛生費
7億4,905万円
（8.2%）

衛生費
7億4,905万円
（8.2%）

消防費
3億2,790万円
（3.6%）

消防費
3億2,790万円
（3.6%）

農林水産業費 
1億7,824万円（2.0%）
農林水産業費 
1億7,824万円（2.0%）

議会費等
2億3,587万円（2.6%）

議会費等
2億3,587万円（2.6%）

効率化を図れ!

■ 貯金（基金）の残高
財政調整基金 3億9,895万円

公用、公共用施設整備基金 2億2,082万円

義務教育施設整備基金 3億1,108万円

（仮称）高齢者いきいき健康
センター整備基金

1億9,636万円

土地開発基金 1億  241万円

その他の基金 1億7,951万円

　一般会計基金の計 14億  913万円

　町民1人あたり 52,363円
（前年度比97.9％）

■ 借金（地方債）の残高
総務関連事業債 9億8,221万円

民生関連事業債 2億5,949万円

衛生関連事業債 7,559万円

土木関連事業債 20億9,025万円

教育関連事業債 16億2,668万円

臨時財政対策債 40億3,555万円

その他の町債 10億5,472万円

　一般会計町債の計 101億2,449万円

　町民1人あたり 376,221円
（前年度比106.2％）

町の貯金と借金（平成26年度末見込） 平成27年3月末の人口　26,911人

3月定例会

平
成
₂₇
年
第
１
回
定
例
会
３
月
会
議
が
開
催
さ
れ
、
平
成
₂₆
年
度
補
正
予
算
、

平
成
₂₇
年
度
予
算
の
ほ
か
、
条
例
、
管
理
者
の
指
定
な
ど
計
₃₂
件
を
審
議
し
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

項目名 前年度予算額 前年度比※

農林水産業費 1億3,684万円 130.3％

総務費 7億8,990万円 118.6％

消防費 3億  133万円 108.8％

主な支出の
対前年度比率
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91億1,600万円

収 入

町税
24億9,115万円
（27.3%）

町税
24億9,115万円
（27.3%）

地方特例交付金等
8,654万円（1%）

地方特例交付金等
8,654万円（1%）

地方譲与税 6,800万円（0.7 %）地方譲与税 6,800万円（0.7 %）
地方消費税交付金
2億9,600万円
（3.2%）

地方消費税交付金
2億9,600万円
（3.2%）

借入金
9億3,848万円
（10.3%）

借入金
9億3,848万円
（10.3%）

県支出金
7億1,122万円
（7.8%）

県支出金
7億1,122万円
（7.8%）

国庫支出金
13億4,478万円
（14.8%）

国庫支出金
13億4,478万円
（14.8%）

地方交付税
22億円

（24.1%）

地方交付税
22億円

（24.1%）

諸収入
2億3,538万円

（2.6%）

諸収入
2億3,538万円

（2.6%）

使用料及び
手数料等

5,808万円（0.6%）

使用料及び
手数料等

5,808万円（0.6%）

繰入金
4億5,392万円

（5%）

繰入金
4億5,392万円

（5%）

分担金及び
負担金

2億3,245万円
（2.6%）

分担金及び
負担金

2億3,245万円
（2.6%）

自依
主

財

源

（38.1%）

（61.9%）

存

財

源

行政運営の

平成27年度特別会計

総額72億1,369万円
会計名 予算額 前年度予算額 前年度比 採決の結果

特
別
会
計

公共下水道事業 14億8,000万円 11億7,650万円 125.8% 可決（賛成12、反対1）

新エネルギー事業 4,800万円 5,660万円 84.8％ 　　　　　〃

国民健康保険 29億3,940万円 29億9,620万円 98.1％ 　　　　　〃

後期高齢者医療 2億2,900万円 2億2,740万円 100.7% 可決（全員賛成）

介護保険 17億7,240万円 16億4,160万円 108.0% 可決（賛成12、反対1）

水道事業会計 7億4,489万円 7億2,474万円 102.8% 可決（全員賛成）

合　　計 72億1,369万円 68億2,304万円 105.7%

平成27年度
一般会計
当初予算

※  前年度を100とした場合項目名 前年度予算額 前年度比※

地方消費税
交付金 2億2,000万円 134.5％

県支出金 5億9,048万円 120.4％

主な収入の
対前年度比率
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発行プレミアム付 き商品券 1億2千万円
総額

平成26年度補正予算
会計名 補正額 補正後の予算総額 採決の結果

一般会計 1億1,309万円 94億5,396万円 賛成11、反対2で可決

特
別
会
計

公共下水道事業 △1,289万円 11億6,057万円 〃

新エネルギー事業 △328万円 5,333万円 〃

国民健康保険 △1,425万円 31億9,668万円 〃

後期高齢者医療 252万円 2億3,157万円 〃

介護保険 △1,127万円 16億3,050万円 〃

水道事業 △1,574万円 7億　 901万円 〃

合　　計 5,818万円 164億3,562万円

予
　
　
算

平
成
27
年
度
一
般
会
計

（
賛
成
10
人
：
反
対
3
人
）

反 

対

�

清
水�

文
雄�

議
員

　

町
長
は
「
子
育
て
支
援
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
」
と
言
っ
て
い
る
が
、

昨
年
の
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
小
学

生
補
助
カ
ッ
ト
な
ど
か
ら
み
て
も

低
所
得
者
層
、
い
わ
ゆ
る
補
助
を

出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
た
ち

が
内
灘
町
に
住
ん
で
い
て
は
困
る

と
い
う
よ
う
な
行
政
の
姿
勢
で
あ

る
よ
う
に
思
え
る
。

　
本
当
に
困
っ
て
い
る
人
た
ち
に

光
を
当
て
る
町
政
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　
以
上
の
立
場
か
ら
、
平
成
27
年

度
一
般
会
計
の
全
て
の
予
算
に
反

対
す
る
。

条
　
　
例

教
育
長
の
職
務
に
専
念
す
る
義

務
の
特
例

（
全
員
賛
成
）

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴

う
改
正

（
全
員
賛
成
）

情
報
公
開
及
び
個
人
情
報
保
護

条
例

（
全
員
賛
成
）

行
政
手
続
条
例

（
全
員
賛
成
）

防
災
行
政
無
線
施
設
の
設
置
及

び
管
理
条
例

（
全
員
賛
成
）

手
数
料
徴
収
条
例

（
全
員
賛
成
）

体
育
施
設
及
び
行
政
財
産
使
用

料
等
の
条
例

（
全
員
賛
成
）

長
寿
お
祝
い
条
例

（
全
員
賛
成
）

国
民
健
康
保
険
税
条
例

（
賛
成
12
人
：
反
対
1
人
）

介
護
保
険
条
例

（
賛
成
12
人
：
反
対
1
人
）

畑
地
か
ん
が
い
施
設
管
理
料
条
例

（
全
員
賛
成
）

消
防
本
部
及
び
消
防
署
設
置
条
例

（
全
員
賛
成
）

消
防
団
員
の
定
員
、任
免
、給
与
、

服
務
等
の
条
例

（
全
員
賛
成
）

内
灘
町
次
世
代
育
成
支
援
地
域

行
動
計
画
評
価
委
員
会
設
置
及

び
町
立
保
育
所
民
営
化
検
討
委

員
会
設
置
条
例

（
全
員
賛
成
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例

（
全
員
賛
成
）

公
共
施
設
管
理
者
の
指
定

�

（
全
員
賛
成
）

管
理
者

施
設
名

一
般
財
団
法
人

内
灘
町
公
共
施

設
管
理
公
社

内
灘
町
サ
ッ
カ
ー

競
技
場

（
平
成
27
年
度
）

有
限
会
社

ユ
ー
エ
ス
ピ
ー

企
画

道
の
駅
内
灘
サ
ン

セ
ッ
ト
パ
ー
ク

（
平
成
27
年
度
）

反
対
討
論
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暮らし応援
産業育成 プレミアム付 き商品券
中学校非構造部材改修工事� 8,760万円
・�体育館の吊り天井や照明の補強、南校舎のガラスシー
リング交換など。

多子世帯保育料軽減事業� 2,350万円
・�18歳未満児童を3人以上養育している世帯は、第3子
以降保育料無料、第2子は半額。ただし所得制限あり。

子育て支援

転入の新婚夫婦に家賃補助� 510万円
・�1年以内に婚姻届を提出した夫婦へ、月額家賃の1/2、
上限2万円を助成（12ヵ月間）。

定 住 促 進

プレミアム付き商品券推進事業� 2,235万円
・�商工会が発行する商品券、総額1億2,000万円分のう
ち2,000万円を補助。

住宅リフォーム助成事業� 2,040万円
・前年度実施の事業を継続する。

産 業 育 成

◦
要
約

　

水
口
裕
子
議
員
は
こ
れ
ま

で
、
自
身
の
発
行
す
る
広
報
紙

「
み
ず
の
輪
便
り
」
で
、
議
長

か
ら
度
重
な
る
厳
重
注
意
を
受

け
て
い
る
。
本
年
２
月
３
日
に

は
、
内
灘
町
議
会
議
員
政
治
倫

理
条
例
第
11
条
第
２
項
の
規
定

に
よ
り
議
長
か
ら
警
告
書
を
手

渡
さ
れ
、
水
口
議
員
か
ら
は
２

月
23
日
に
文
書
で
、
そ
の
警
告

に
対
し
て
お
応
え
で
き
な
い
旨

の
回
答
書
が
提
出
さ
れ
た
。

　

昨
年
12
月
に
設
置
さ
れ
た
内

灘
町
議
会
議
員
政
治
倫
理
審
査

会
で
の
調
査
で
は
、
疑
い
の
あ

る
４
項
目
す
べ
て
が
違
反
行
為

と
認
定
さ
れ
て
い
る
。
同
僚
議

員
か
ら
も
、
議
会
内
外
で
の
発

言
に
お
い
て
、
強
く
自
制
を
求

め
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
警

告
の
趣
旨
に
反
す
る
回
答
書
が

出
さ
れ
た
こ
と
は
、
内
灘
町
民

全
体
の
代
表
者
で
あ
る
内
灘
町

議
会
議
員
と
し
て
の
品
位
と
、

内
灘
町
議
会
の
名
誉
を
傷
つ
け

る
行
為
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
こ
の
こ
と
は
議
員
の
職
分
に

鑑
み
、
誠
に
残
念
で
あ
り
、
断

じ
て
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。

　
よ
っ
て
本
町
議
会
は
、
水
口

裕
子
議
員
に
対
し
て
、
す
み
や

か
に
議
員
を
辞
職
す
る
こ
と
を

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
決
議
す
る
。

提
出
議
員　
　
八
田　
外
茂
男

賛
成
議
員　
　
能
村　
憲
治

賛
成
議
員　
　
恩
道　
正
博

水
口
裕
子
議
員
に
対
す
る

議
員
辞
職
を
求
め
る
決
議

可 

決

賛
成
９
：
反
対
３

　
平
成
26
年
12
月
、
水
口
裕
子

議
員
に
対
し
て
政
治
倫
理
条
例

に
違
反
し
て
い
る
と
の
調
査
請

求
が
提
出
さ
れ
、
審
査
会
で
調

査
し
て
い
ま
し
た
が
、
結
果
、

違
反
行
為
が
認
定
さ
れ
、
議
長

へ
報
告
が
あ
っ
た
も
の
で
す
。

　

詳
細
、
経
過
は
議
会
だ
よ
り

１
２
０
号
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

3 月に完成した内灘町サッカー競技場
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審査しました！

意見書意見書意見書
請願請願請願と
採
　
択

 

意 

見 
書

○
提
出
議
員 

太
田　
臣
宣

○
賛
成
議
員 

生
田　
勇
人

 

能
村　
憲
治

（
賛
成
10
人
：
反
対
３
人
）

主�

旨
・
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
並
み
の
、
豊
か

な
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

₃0
人
以
下
学
級
の
推
進
。

・
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維

持
向
上
を
図
る
た
め
、
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
の
拡
充
。

・
校
舎
の
耐
震
化
、
教
材
備
品
・

修
繕
費
等
、
学
校
教
育
環
境
の

整
備
充
実
に
必
要
な
予
算
措
置
。

・
子
ど
も
と
向
き
合
え
る
時
間
確

保
が
で
き
る
よ
う
、
教
職
員
の

定
数
改
善
や
事
務
負
担
の
軽
減
。

主�

旨
・
少
人
数
学
級
を
実
現
す
る
た
め
、

教
職
員
定
数
を
改
善
す
る
計
画

を
早
期
に
策
定
。

・
相
談
窓
口
の
充
実
を
図
る
た
め

の
予
算
措
置
を
行
う
こ
と
。

・
情
報
教
育
支
援
員
の
配
備
と

I
C
T
機
器
の
導
入
や
維
持

管
理
に
係
る
必
要
な
予
算
措
置

を
行
う
こ
と
。

・
教
室
内
の
冷
暖
房
設
備
の
整
備

促
進
を
行
う
こ
と
。

・
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

拡
充
を
行
う
こ
と

不
採
択

 

請
　
願

３
回
目

◎
請
願
者

　
石
川
県
教
職
員
組
合
河
北
支
部

�
執
行
委
員
長　
酒
井　
一
成

◎
紹
介
議
員�

清
水　
文
雄

（
賛
成
４
人
、
反
対
９
人
）

賛 

成

�

清
水
　
文
雄�

議
員

　
12
月
の
議
会
で
も
継
続
。
こ
の

後
、
よ
く
似
た
教
育
に
関
す
る
議

会
議
案
、
意
見
書
が
出
さ
れ
て
い

る
。
な
ぜ
私
が
紹
介
議
員
と
な
っ

た
請
願
が
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

で
不
採
択
と
な
っ
た
の
か
。
請
願

に
対
す
る
姿
勢
、
請
願
の
受
け
取

り
方
に
対
す
る
姿
勢
も
含
め
て
こ

の
請
願
ぜ
ひ
と
も
採
択
を
し
て
い

く
べ
き
だ
。

賛
成
討
論

﹁
請
願
﹂
と
は

議
員
の
紹
介
が

必
要
。
受
理
さ

れ
る
と
、
定
例
会
で
審
議
さ

れ
、
本
会
議
の
採
択
を
も
っ

て
意
見
書
と
な
る
。

﹁
意
見
書
﹂
と
は　
提
出
議

員
の
他
に
一
名
以
上
の
賛
成

議
員
を
も
っ
て
、
議
会
議
案

と
し
て
提
出
さ
れ
、
本
会
議

の
採
択
を
も
っ
て
内
閣
総
理

大
臣
お
よ
び
国
・
県
等
の
関

係
機
関
に
提
出
さ
れ
る
。

議
会
事
務
局
新
体
制

　
４
月
の
人
事
異
動
に
よ

り
、
事
務
局
職
員
も
２
人

の
新
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
皆
で
力
を
合
わ
せ
と
も

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

新
メ
ン
バ
ー

・
中
宮
憲
司
議
会
事
務
局
長

・
奥
田
由
美
事
務
補
助
員
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生田　勇人 議員 ……………………… 12
・保育料新制度への対応は
・内灘北部地区基本構想について

恩道　正博 議員 ……………………… 13
・住宅リフォーム助成を継続せよ
・公衆無線LANの設置ついて

北川　悦子 議員 ……………………… 14
・暮らし応援策を示せ
・合葬式墓所について ほか2問

藤井　良信 議員 ……………………… 15
・道の駅を大規模改修せよ
・介護施設について ほか1問

中島　利美 議員 ……………………… 16
・指定避難所を整備せよ
・ひとり親家庭支援、子育てについて ほか1問

清水　文雄 議員 ……………………… 17
・財政計画の認識を示せ
・南部スクールバス、防砂対策について ほか2問

水口　裕子 議員 ……………………… 18
・火電反対闘争の資料を保護せよ
・魅力発信について ほか1問

能村　憲治 議員 ……………………… 19
・企業立地推進室の活動状況は
・空き家対策について ほか1問

一
般
質
問

一
般
質
問

8
人
が
登
壇

題
字
　
上
野
雅
子
さ
ん︵
西
荒
屋
︶
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問�

県
が
平
成
27
年
度
か
ら

実
施
の
方
針
を
固
め
た
第
３

子
以
降
の
保
育
料
を
無
料
に

す
る
補
助
制
度
に
、
当
町
は

ど
う
対
応
す
る
か
。

　
既
に
国
基
準
に
上
乗
せ
し
、

同
様
の
制
度
を
独
自
で
取
り

組
ん
で
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

　
子
育
て
支
援
に
取
り
組
む

町
の
考
え
を
聞
く
。

答�

子
育
て
支
援
充
実
の
観

点
か
ら
、
多
子
世
帯
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め

県
の
制
度
を
活
用
し
、
町
で

は
第
１
子
が
４
月
１
日
現
在

18
歳
未
満
の
場
合
第
２
子
の

保
育
料
を
半
額
に
、
第
３
子

目
以
降
の
保
育
料
を
無
料
と

す
る
町
独
自
の
軽
減
措
置
を
、

実
施
に
向
け
検
討
し
て
い
る
。

問�

内
灘
に
住
ん
で
子
ど
も

を
産
み
た
い
、
子
育
て
し
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
魅
力
あ
る
町
独
自

の
施
策
こ
そ
が
、
人
口
減
少

を
迎
え
た
時
代
に
は
必
要
だ
。

　
県
が
設
け
た
所
得
制
限
に

町
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答�

県
内
で
は
、
既
に
同
様

の
制
度
を
実
施
し
て
い
る
３

市
２
町
が
所
得
制
限
な
し
と

し
て
お
り
、
新
制
度
で
も
所

得
制
限
な
し
と
す
る
市
町
村

も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
町
で
は
所
得
制
限
を
設
け

る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

北
部
開
発
ビ
ジ
ョ
ン

問�

平
成
2₆
年
度
末
に
策
定

さ
れ
る
内
灘
北
部
地
区
基
本

構
想
は
、
北
部
地
区
住
民
の

悲
願
と
も
い
え
る
事
項
が
明

文
化
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
を
構
想
で
終
わ
ら

せ
ず
、
ど
う
具
現
化
し
て
い

く
か
、
町
の
方
針
を
聞
く
。

答�

基
本
構
想
の
中
に
は
、

事
業
の
優
先
順
位
や
事
業
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
定
め
て
お
り
、

具
現
化
に
は
国
や
県
な
ど
関

係
機
関
と
の
調
整
や
財
源
確

保
が
重
要
だ
。

　
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き

た
国
や
県
と
の
強
い
パ
イ
プ

を
生
か
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

地

区

計

画

問�

少
子
高
齢
化
が
加
速
す

る
中
、
人
口
の
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
施
策
が
急
務
で

あ
り
、
こ
の
ま
ま
地
域
の
衰

退
を
見
過
ご
す
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
北
部
市
街
化
調
整

区
域
内
の
地
区
計
画
設
定
に

か
か
る
町
の
考
え
を
聞
く
。

答�

地
区
計
画
の
設
定
は
、

住
民
や
地
権
者
が
協
議
会
の

設
立
か
ら
策
定
・
運
用
ま
で

主
体
的
に
関
わ
り
、
制
度
を

十
分
に
理
解
し
た
上
で
合
意

形
成
を
図
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　
町
も
地
域
と
一
体
と
な
り
、

北
部
地
区
の
活
性
化
に
向
け

努
力
し
て
い
く
。

保育料新制度への対応は

生田　勇人 議員

第２子も半額へ

内灘はまなす保育園のおともだち（道の駅）

一 

般 

質 

問
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問�

消
費
喚
起
と
生
活
支
援

を
目
的
と
し
た
国
の
地
域
住

民
生
活
等
緊
急
支
援
の
交
付

金
が
、
各
自
治
体
に
内
示
さ

れ
た
。

　
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

や
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
は
、

町
商
工
業
の
活
性
化
に
も
つ

な
が
っ
た
こ
と
が
平
成
2₆
年

度
事
業
で
も
実
証
さ
れ
て
い

る
。

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事

業
を
継
続
し
て
は
ど
う
か
。

答�

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

事
業
の
概
要
は
、
工
事
施
工

業
者
を
商
工
会
会
員
と
し
、

工
事
請
負
金
額
を
₅₀
万
円
以

上
、
助
成
金
額
は
工
事
請
負

金
額
の
2₀
％
以
内
、
助
成
金

の
限
度
額
は
2₀
万
円
と
し
、

全
て
商
工
会
発
行
の
共
通
商

品
券
で
交
付
し
た
い
。

問�

平
成
27
年
度
事
業
も
、

前
年
度
と
同
様
に
現
金
と
共

通
商
品
券
の
交
付
に
な
ら
な

い
の
か
。

答�

国
の
見
解
は
現
金
支
給

を
認
め
て
い
な
い
た
め
、
全

て
商
工
会
発
行
の
共
通
商
品

券
の
交
付
を
考
え
て
い
る
。

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

問�

観
光
振
興
や
災
害
時
の

通
信
手
段
の
確
保
を
考
え
る

と
、
公
共
施
設
等
に
公
衆
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
設
置
は
必
要
と

考
え
る
が
そ
の
計
画
は
。

答�

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
利
用

認
証
な
ど
の
技
術
的
な
課
題

が
あ
り
、
先
進
自
治
体
の
実

施
例
を
調
査
す
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

問�

国
の
地
域
住
民
生
活
等

緊
急
支
援
の
交
付
金
は
、
消

費
喚
起
に
直
接
効
果
が
あ
る

事
業
に
交
付
さ
れ
る
が
、
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発

行
は
、
町
の
活
力
を
生
み
出

す
効
果
が
十
分
に
考
え
ら
れ

る
。
町
の
取
り
組
み
を
示
せ
。

答�

消
費
喚
起
に
即
効
性
が

高
く
、
実
施
に
向
け
た
作
業

を
進
め
て
い
る
。

　
１
億
円
の
商
品
券
に
対
し

て
プ
レ
ミ
ア
ム
分
2₀
％
、
２

０
０
０
万
円
を
町
商
工
会
に

助
成
し
、
商
品
券
の
発
行
時

期
は
商
工
会
と
協
議
を
進
め

て
い
る
。

問�

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
共

通
商
品
券
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
の
使
用
期
間
を
長

く
で
き
な
い
か
。

答�

商
品
券
の
使
用
期
間
を

６
カ
月
以
上
に
設
定
す
る
方

向
で
商
工
会
と
協
議
を
進
め

る
。

住宅リフォーム助成を継続せよ
商品券交付で継続する

恩道　正博 議員

リフォーム助成の継続を

さらなる消費喚起を

一 

般 

質 

問
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問�

ア
ン
ケ
ー
ト
を
独
自
で

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
7₀
％
近

く
の
方
は
暮
ら
し
が
悪
く
な

っ
た
と
答
え
、
そ
の
原
因
と

し
て
消
費
税
増
税
を
あ
げ
て

い
る
。

　
ま
だ
ま
だ
地
域
活
性
化
が

達
成
し
た
と
は
言
え
な
い
現

状
を
ど
う
判
断
し
、
経
済
活

性
化
策
や
暮
ら
し
応
援
策
を

考
え
て
い
る
か
。

答�

平
成
2₆
年
度
実
施
の
元

気
内
灘
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
事
業
は
、
３
億
円
を
超
え

る
経
済
効
果
に
つ
な
が
っ
た
。

平
成
27
年
度
も
継
続
し
て
事

業
を
実
施
す
る
。

　
暮
ら
し
を
さ
ら
に
応
援
す

る
対
策
と
し
て
、
地
域
住
民

生
活
等
緊
急
支
援
の
た
め
の

交
付
金
を
活
用
し
て
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行
を

予
定
し
て
い
る
。

介
護
慰
労
金

問�

介
護
す
る
方
が
倒
れ
て

し
ま
っ
た
ら
大
変
だ
。

　
介
護
慰
労
金
月
額
３
０
０

０
円
を
増
額
せ
よ
。

答�

平
成
2₆
年
度
に
支
給
要

件
を
拡
大
し
た
ば
か
り
で
増

額
は
考
え
て
い
な
い
。

子
ど
も
の
医
療
費

問�

県
は
、
市
や
町
が
選
択

す
れ
ば
引
き
続
き
県
の
補
助

を
行
う
と
し
、
予
算
も
３
億

５
０
０
０
万
円
か
ら
４
億
円

と
医
療
費
増
を
見
込
ん
だ
予

算
を
組
ん
で
い
る
。

　
窓
口
無
料
化
は
、
既
に
輪

島
市
が
昨
年
の
11
月
か
ら
実

施
し
て
い
る
。
町
で
も
一
日

も
早
く
、
保
険
証
だ
け
で
受

診
で
き
る
よ
う
に
現
物
給
付

方
式
に
せ
よ
。

答�
現
行
の
18
歳
ま
で
の
医

療
費
助
成
と
小
学
生
以
上
の

月
１
０
０
０
円
の
自
己
負
担
、

就
学
前
の
自
己
負
担
な
し
を

基
本
と
し
て
現
物
給
付
方
式

の
導
入
を
検
討
す
る
。

ほ
の
ぼ
の
湯

問�

福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ
の
ぼ

の
湯
建
替
え
の
基
本
設
計
に

５
０
０
万
円
の
予
算
が
組
ま

れ
て
い
る
。
福
祉
的
役
割
の

拠
点
に
な
る
よ
う
な
設
計
と

せ
よ
。

答�

新
た
な
施
設
で
も
高
齢

者
を
は
じ
め
、
利
用
者
が
く

つ
ろ
げ
る
憩
い
の
空
間
と
し

て
検
討
し
て
い
る
。

合
葬
式
墓
所

問�

平
成
27
年
度
完
成
予
定

の
合
葬
式
墓
地
は
、
ど
の
よ

う
に
運
営
し
て
い
く
の
か
。

答�

住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

た
め
、
納
骨
室
に
３
０
０
体
、

直
接
埋
葬
室
に
６
８
０
体
を

収
容
で
き
る
規
模
の
合
葬
式

墓
を
建
設
す
る
。

　
使
用
料
は
、
納
骨
室
は
一

体
当
た
り
約
13
万
５
０
０
０

円
、
埋
葬
室
１
体
当
た
り
約

７
万
円
と
し
、
年
間
管
理
料

は
徴
収
し
な
い
。

暮らし応援策を示せ
交付金を活用する

北川　悦子 議員

いつまでも元気ハツラツ（鶴ヶ丘西公民館）

合葬式墓所（平成 27 年 12 月完成予定）
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問�

国
は
、
平
成
2₆
年
度
補

正
予
算
の
中
で
地
方
財
政
対

策
費
と
し
て
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
事
業
費
」
に
１

兆
円
を
確
保
し
た
。

　
こ
れ
ら
に
か
か
る
町
か
ら

国
へ
の
申
請
状
況
を
問
う
。

答�

現
在
、
地
方
創
生
先
行

型
交
付
金
と
し
て
３
１
０
０

万
円
、
消
費
喚
起
・
生
活
支

援
型
交
付
金
と
し
て
４
５
０

０
万
円
の
内
示
が
あ
り
、
県

を
通
じ
て
町
の
事
業
計
画
を

国
へ
提
出
し
審
査
を
受
け
て

い
る
。
国
か
ら
の
事
業
採
択

は
３
月
中
頃
に
な
る
予
定
。

問�

現
在
あ
る
道
の
駅
を
大

規
模
改
修
し
て
い
く
な
ど
観

光
、
経
済
、
雇
用
に
関
す
る

地
方
創
生
の
取
り
組
み
で
の

町
の
考
え
を
示
せ
。

答�

国
が
示
す
総
合
戦
略
は
、

安
定
し
た
雇
用
の
創
出
、
地

方
へ
の
人
の
流
れ
、
若
者
世

代
へ
の
生
活
支
援
、
安
心
な

暮
ら
し
の
た
め
の
地
域
間
連

携
を
基
本
目
標
と
し
て
い
る
。

　
今
後
、
道
の
駅
を
含
め
た

事
業
プ
ラ
ン
な
ど
、
魅
力
あ

る
観
光
資
源
を
有
機
的
に
地

方
創
生
へ
と
つ
な
げ
た
い
。

都

市

交

流

問�

神
奈
川
県
湘
南
エ
リ
ア

の
ど
こ
か
適
切
な
自
治
体
と

都
市
間
交
流
を
結
ん
で
い
く

考
え
は
あ
る
か
。

答�
湘
南
地
域
周
辺
の
自
治

体
等
と
観
光
面
で
の
情
報
交

換
を
ぜ
ひ
と
も
進
め
て
い
き

た
い
。

介

護

施

設

問�

白
帆
台
で
計
画
中
の
ケ

ア
ハ
ウ
ス
と
小
規
模
多
機
能

介
護
施
設
の
機
能
や
施
設
概

要
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答�

ケ
ア
ハ
ウ
ス
は
自
炊
が

で
き
な
い
程
度
の
身
体
機
能

に
低
下
の
あ
る
方
や
、
独
立

し
て
生
活
す
る
に
は
不
安
が

あ
り
、
家
族
の
援
助
が
受
け

ら
れ
な
い
₆₀
歳
以
上
の
方
が

対
象
の
施
設
と
な
る
。

問�

若
者
の
仕
事
支
援
や
雇

用
な
ど
ロ
ー
カ
ル
シ
フ
ト
※

の
対
応
で
の
町
の
考
え
を
聞

き
た
い
。

答�

内
灘
海
岸
の
活
性
化
対

策
を
町
の
観
光
戦
略
と
し
て

位
置
づ
け
し
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
中

で
事
業
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

道の駅を大規模改修せよ
地方創生へとつなげたい

藤井　良信 議員

さらなる魅力発信を（道の駅）

能登との交流起点となれるか

※
ロ
ー
カ
ル
シ
フ
ト

　
都
市
中
心
の
生
活
か
ら

食
や
伝
統
・
暮
ら
し
の
豊

か
さ
な
ど
、地
方
の
イ
イ
モ

ノ
や
、人
が
循
環
す
る
生

活
、地
方
移
住
が
若
者
中

心
に
再
認
識
さ
れ
て
い
る
。

　
田
舎
暮
ら
し
の
魅
力
や

情
報
を
発
信
し
、移
住
や

交
流
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
社

会
形
成
を
進
め
て
い
く
こ

と
。
会
形
成
を
進
め
て
い
く
こ
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問�

指
定
避
難
所
の
向
粟
崎

５
丁
目
東
集
会
所
は
、
ス
ロ

ー
プ
周
辺
が
砂
利
の
た
め
車

椅
子
で
建
物
に
入
る
に
は
不

都
合
で
あ
る
。

　
施
設
内
の
ト
イ
レ
も
和
式

で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
が
不

十
分
な
た
め
、
指
定
避
難
所

と
し
て
の
役
割
が
果
た
せ
て

い
な
い
。

　
災
害
に
備
え
て
、
早
急
に

改
修
せ
よ
。

答�

現
状
で
は
車
椅
子
の
方

や
体
の
不
自
由
な
方
が
出
入

り
し
に
く
い
状
況
と
な
っ
て

お
り
、
建
物
の
周
辺
は
早
急

に
整
備
を
検
討
し
た
い
。

　
ト
イ
レ
な
ど
施
設
内
の
整

備
は
今
後
、
公
民
館
等
の
改

修
計
画
の
中
で
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
を
図
っ
て
い
く
。

ひ
と
り
親
家
庭

問�

ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童

へ
の
学
習
支
援
や
進
学
相
談

の
取
り
組
み
と
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
す
る
事
業

が
、
全
国
的
に
注
目
さ
れ
て

い
る
。

　
大
変
有
利
な
国
の
補
助
事

業
で
あ
り
、
活
用
せ
よ
。

答�

県
内
で
２
つ
の
市
が
実

施
し
て
お
り
、
平
成
27
年
度

に
は
い
く
つ
か
の
市
町
で
も

実
施
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
学
習
支
援
に
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
訪
問
に
よ
る
も
の

や
、
学
習
支
援
教
室
の
開
設

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス
の

支
援
方
法
が
あ
る
。

　
今
後
、
児
童
や
保
護
者
の

実
情
に
配
慮
し
た
支
援
の
あ

り
方
を
検
討
し
た
い
。

子

育

て

問�

日
本
小
児
科
医
会
は

「
ス
マ
ホ
に
子
守
り
を
さ
せ

な
い
で
！
」
と
心
身
の
発
達

過
程
に
あ
る
子
ど
も
へ
の
影

響
を
懸
念
し
て
い
る
。

　
町
と
し
て
、
保
護
者
に
対

す
る
啓
発
を
行
っ
た
こ
と
は

あ
る
の
か
。

答�

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、

４
カ
月
健
診
時
に
日
本
小
児

科
医
会
発
行
の
チ
ラ
シ
を
配

布
し
て
い
る
。

　
ス
マ
ホ
に
頼
り
過
ぎ
な
い

よ
う
、
声
か
け
や
啓
発
ポ
ス

タ
ー
の
掲
示
な
ど
早
急
に
対

応
し
た
い
。

指定避難所を整備せよ
バリアフリー化を図る

中島　利美 議員

災害に備え施設整備を急げ（向粟崎 5 丁目東集会所）

日本小児科医会の啓発資料より

一 

般 

質 

問

16うちなだ議会だより  第121号　平成27年6月5日



問�

財
政
調
整
基
金
は
平
成

2₅
年
度
末
に
７
億
円
あ
っ
た

が
、
平
成
27
年
度
末
で
６
２

０
０
万
円
に
な
る
。
町
長
は
、

ほ
の
ぼ
の
湯
の
建
替
え
、
サ

ッ
カ
ー
場
や
フ
ッ
ト
サ
ル
場

の
建
設
、
白
帆
台
小
学
校
や

仮
称
白
帆
台
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
建
設
な
ど
箱
物
と
い

わ
れ
る
ハ
ー
ド
事
業
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
る
。
今
後

の
財
政
計
画
と
認
識
を
聞
く
。

答�

国
の
地
方
創
生
関
連
予

算
や
地
方
財
政
計
画
の
具
体

的
方
向
性
が
不
透
明
で
あ
り
、

現
時
点
で
的
確
に
見
通
す
こ

と
は
困
難
だ
。

　
財
政
計
画
で
は
、
一
般
財

源
ベ
ー
ス
で
の
歳
入
額
と
義

務
的
経
費
、
経
常
的
経
費
、

繰
出
金
な
ど
必
要
な
歳
出
額

を
そ
れ
ぞ
れ
推
計
し
、
投
資

的
経
費
に
充
当
可
能
な
一
般

財
源
を
算
出
し
て
い
る
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス

問�

内
灘
中
学
南
部
地
区
の

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
は
、

乗
れ
る
生
徒
と
乗
れ
な
い
生

徒
の
線
引
き
が
画
一
的
に
な

っ
て
い
る
。

　
冬
季
は
、
柔
軟
な
対
応
が

必
要
で
あ
り
、
増
車
が
無
理

な
ら
ば
、
通
年
運
行
を
冬
期

間
限
定
運
行
へ
と
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答�

冬
季
は
一
部
の
生
徒
も

乗
れ
る
よ
う
配
慮
を
し
て
い

る
。
現
状
は
8₀
人
乗
り
の
バ

ス
を
運
行
。
当
該
地
区
の
生

徒
は
8₀
名
で
定
員
ぎ
り
ぎ
り

の
運
行
を
し
て
い
る
。

　
こ
れ
以
上
は
増
便
と
な
る

が
、
あ
る
程
度
の
距
離
を
歩

く
こ
と
も
生
徒
の
心
身
の
発

達
に
は
非
常
に
重
要
な
こ
と

と
考
え
る
。
今
後
、
検
討
し

た
い
。

公　
　
　

園

問�

千
鳥
台
５
丁
目
に
公
園

が
な
い
。
子
ど
も
が
遊
べ
る

公
園
を
設
置
で
き
な
い
か
。

答�

住
宅
地
と
内
灘
高
校
の

間
に
道
路
用
地
が
あ
り
、
土

地
開
発
公
社
が
所
有
し
て
い

る
。
残
地
活
用
の
検
討
を
要

請
し
た
い
。

防

砂

対

策

問�

千
鳥
台
公
民
館
付
近
は
、

防
風
林
が
な
く
な
り
、
飛
砂

の
堆
積
が
ひ
ど
い
。
も
っ
と

高
さ
の
あ
る
防
砂
ネ
ッ
ト
を

設
置
せ
よ
。

答�

ネ
ッ
ト
も
張
り
、
重
機

で
除
砂
も
行
っ
て
い
る
。
関

係
機
関
と
協
議
を
し
た
い
。

財政計画の認識を示せ
現時点で見通すことは困難

清水　文雄 議員

南部地区冬季増便を

堆積する飛砂
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問�

風
と
砂
の
館
に
は
、
粟

崎
遊
園
や
内
灘
闘
争
の
資
料

は
大
変
充
実
し
て
い
る
が
、

昭
和
₄₅
年
の
火
力
発
電
所
建

設
反
対
運
動
の
展
示
が
さ
れ

て
い
な
い
。

　
平
成
27
年
度
学
芸
員
を
配

置
す
る
な
ら
、
資
料
を
集
め

整
理
す
る
こ
と
を
優
先
せ
よ
。

答�
学
芸
員
に
は
火
力
発
電

所
建
設
反
対
運
動
も
含
め
て
、

町
の
歴
史
に
関
す
る
資
料
の

整
理
収
集
、
調
査
研
究
に
取

り
組
ん
で
も
ら
う
。

問�

砂
丘
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
住
民
参
加
型
の
運
営
方

法
は
ど
う
な
る
の
か
。

答�

学
芸
員
に
受
付
業
務
等

も
お
願
い
を
す
る
。

内

灘

闘

争

問�

文
化
財
指
定
に
向
か
っ

て
動
き
出
し
た
内
灘
闘
争
跡

地
の
保
全
作
業
を
急
げ
。

答�

標
識
を
設
置
し
除
草
な

ど
に
努
め
る
。

問�

海
岸
に
弾
薬
庫
を
再
現
、

資
料
を
展
示
し
て
、
若
者
に

も
平
和
を
考
え
る
き
っ
か
け

に
し
て
も
ら
い
た
い
。

答�

射
撃
指
揮
所
跡
に
当
時

の
情
報
や
、
風
と
砂
の
館
の

情
報
を
記
載
し
た
看
板
の
設

置
を
検
討
す
る
。

防

災

訓

練

問�

国
や
県
の
原
発
防
災
訓

練
に
職
員
の
派
遣
を
再
開
せ

よ
。

答�
今
後
は
訓
練
実
施
機
関

と
協
議
し
、
職
員
の
派
遣
を

検
討
す
る
。

魅

力

発

信

問�

平
和
と
戦
争
の
間
を
揺

れ
動
い
た
浅
電
も
₉₀
周
年
。

　
北
陸
新
幹
線
利
用
客
の
誘

致
に
ど
う
取
り
組
む
か
。

答�

車
内
や
駅
舎
に
効
果
的

な
掲
示
を
お
願
い
し
、
町
の

魅
力
発
信
に
努
め
る
。

問�

全
国
に
も
数
少
な
い
平

和
と
民
主
主
義
を
学
習
で
き

る
町
、
生
き
た
歴
史
を
体
感

で
き
る
町
と
し
て
、
も
っ
と

世
界
へ
発
信
せ
よ
。

答�

歴
史
民
俗
資
料
館
の
充

実
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ

て
、
町
の
歴
史
と
魅
力
を
町

外
に
発
信
し
て
い
く
。

火電建設反対運動の資料を保護せよ
調査研究に取り組む

水口　裕子 議員

新幹線効果を呼び込め

1F 展示室（風と砂の館）
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問�

平
成
18
年
４
月
企
業
立

地
推
進
室
を
設
置
し
、
そ
の

後
地
域
振
興
課
に
統
合
さ
れ

８
年
が
経
過
し
た
。

　
こ
の
間
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

の
進
出
や
白
帆
台
の
商
業
用

地
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
の
出
店
を
図
っ
た
。

　
商
業
施
設
用
地
も
8₅
％
が

残
っ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る

が
現
在
の
進
捗
状
況
を
示
せ
。

答�

白
帆
台
商
業
用
地
に
は

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
、

民
間
事
業
者
へ
の
働
き
か
け

を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
関
係
機
関
等
と
連

携
を
密
に
し
て
、
引
き
続
き

誘
致
活
動
を
積
極
的
に
進
め

る
。

問�

企
業
立
地
推
進
費
と
し

て
8₄
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
使
用
目
的
を
示
せ
。

答�

事
業
所
訪
問
の
た
め
の

旅
費
が
主
で
あ
り
、
そ
の
他

商
業
施
設
用
地
の
管
理
費
等

と
な
る
。

　
誘
致
交
渉
に
進
展
の
見
込

み
が
出
て
き
た
場
合
は
、
誘

致
促
進
条
例
な
ど
に
基
づ
く

奨
励
金
等
の
計
上
と
な
る
。

地

方

創

生

問�

２
月
18
日
に
設
置
さ
れ

た
、
元
気
う
ち
な
だ
創
生
推

進
本
部
の
メ
ン
バ
ー
と
活
動

内
容
を
聞
く
。

答�

メ
ン
バ
ー
は
町
長
が
本

部
長
と
な
り
、
副
町
長
を
副

本
部
長
と
し
、
各
部
長
を
お

く
。
地
方
創
生
に
取
り
組
む

専
門
部
署
の
設
置
も
検
討
し
、

各
種
施
設
の
実
現
に
向
け
全

身
全
霊
を
傾
け
て
い
く
。

空
き
家
対
策

問�

老
朽
化
が
著
し
い
7₅
軒

の
う
ち
、
27
軒
が
倒
壊
等
の

危
険
度
が
高
い
と
聞
い
て
い

る
。
指
導
を
進
め
て
１
年
が

経
過
し
た
が
、
適
切
な
対
応

が
と
れ
た
の
か
。

答�

27
軒
中
、
解
体
は
３
軒
、

補
修
の
予
定
を
町
に
示
し
た

建
物
は
３
軒
あ
っ
た
。

問�

今
年
２
月
、
空
き
家
対

策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
が
施
行
さ
れ
た
。
自
治

体
の
権
限
強
化
が
含
ま
れ
る

が
、
条
例
な
ど
を
検
討
す
る

の
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

答�

同
法
が
完
全
施
行
さ
れ

る
５
月
末
以
降
に
協
議
会
を

設
置
し
た
い
。

企業立地推進の状況は
引き続き誘致活動を進める

能村　憲治 議員

望まれる商業施設誘致（白帆台）

一 

般 

質 

問
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ありゃ～
どうなったがいね～追跡追跡

一般質問のゆくえ

　消費税増税により消費減退が心配される。
地域経済活性化のため、住宅リフォーム助成
制度を創設せよ。

平成25年9月議会 太田　臣宣　議員

住宅リフォーム助成制度を創設せよ
　学校での非構造部材の点検は実施されてい
るのか。国の財政支援を活用して耐震対策を
進めよ。

平成24年6月議会 恩道　正博　議員

非構造部材の耐震化調査は

その後

検討を進める
　居住環境の向上や安全性の確保、地域経済
の活性化へとつながり定住促進にも期待でき
る。

早急に対策を講じる
　施設の大規模改修で一部対策を講じている
が、完全とはいえない。制度を活用して非構
造部材の耐震化に着手したい。

その後

平成26年4月1日から受付開始
　内灘町商工会加盟の施工業者による住宅リ
フォーム工事に対し上限20万円で助成を開
始しました。

平成27年度に改修工事を実施
　小中学校ともに非構造部材点検調査のため
の予算が計上され、今年度から耐震改修工事
の実施設計後、改修工事を行います。

3月定例会 6月会議 7月会議 8月会議 9月会議 10月会議 11月会議 12月会議 合計
平成26年 84人 27人 3人 4人 50人 2人 2人 47人 219人
平成25年 98人 32人 65人 50人 245人

平成26年中に内灘町議会を傍聴された方は219人です。

答　弁 答　弁

非構造部材の一例
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�

北
陸
新
幹
線
開
業
に
係
る
観
光
客

の
誘
致
で
は
、
浅
電
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
連
動
や
路
線
見
直
し

の
考
え
を
示
せ
。

　
　

�

平
成
27
年
度
中
に
案
を
つ
く
り
た
い
。

当
初
予
算
で
は
な
く
、地
方
創
生
関

連
の
交
付
金
が
使
え
そ
う
な
こ
と
か

ら
、補
正
で
の
対
応
を
考
え
て
い
る
。

　
　

�

松
く
い
虫
の
駆
除
事
業
で
は
、
事

前
に
防
風
林
を
保
存
す
る
た
め
の

計
画
は
で
き
て
い
る
の
か
。

　
　

�

事
業
予
算
の
１
５
０
万
円
は
、あ
く

ま
で
現
在
枯
れ
て
い
る
松
２
７
０
本

伐
採
の
み
の
予
定
で
あ
る
。

　
　

�

町
民
夏
ま
つ
り
や
、
地
区
祭
礼
等

で
の
露
店
に
対
す
る
消
火
器
設
置

の
指
導
は
。

　
　

�

各
種
イ
ベ
ン
ト
等
の
露
店
に
対
し
、

消
火
器
を
設
置
す
る
よ
う
し
っ
か
り

と
指
導
し
て
い
く
。

　
　

�

向
粟
崎
２
丁
目
に
あ
る
産
業
会
館

の
現
状
は
現
在
、
凧
会
館
と
な
っ

て
い
る
。
以
前
か
ら
指
摘
し
て
い

る
が
、
こ
の
施
設
が
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
有
効
に
活
用

さ
れ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

　
　

�

現
在
の
産
業
会
館
と
い
う
名
称
が
あ

る
中
で
、そ
う
い
う
状
況
と
な
っ
て

い
る
。町
会
か
ら
集
会
場
と
し
て
活

用
が
で
き
な
い
か
と
の
話
も
過
去
か

ら
聞
い
て
い
る
。

　
現
状
を
全
て
踏
ま
え
た
上
で
今
後
、

施
設
の
あ
り
方
を
ど
う
す
る
か
、検

討
す
る
。

問答問答問答

問答

　
　

�

各
地
区
で
管
理
し
て
い
る
街
灯
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
、
ど
の
よ
う
な
計
画

に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

�

昨
年
、町
会
区
長
会
よ
り
出
さ
れ
た

５
ヵ
年
計
画
に
沿
っ
て
設
置
を
予
定

し
、国
か
ら
の
補
助
金
が
要
望
額
を

下
回
っ
た
場
合
は
、町
会
区
長
会
と

協
議
し
て
調
整
し
て
い
き
た
い
。

　
　

�

社
会
福
祉
協
議
会
が
文
化
会
館
に

移
る
に
あ
た
り
、
経
費
が
か
か
る

と
思
う
が
、
文
化
会
館
を
手
直
し

す
る
の
か
。
異
動
後
の
保
健
セ
ン

タ
ー
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　

�

社
会
福
祉
協
議
会
は
文
化
会
館
１
階

事
務
所
で
開
設
し
、パ
ソ
コ
ン
等
の

移
動
に
か
か
る
経
費
は
、同
協
議
会

の
予
算
で
実
施
す
る
。移
設
後
の
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
は
、地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
入
り
、子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
の
事
業
を
施
設
内
で
行
っ

て
い
く
。

　
　

�

中
学
校
の
ク
ー
ラ
ー
設
置
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

�

平
成
27
年
度
に
補
助
金
の
申
請
を
行

い
、平
成
28
年
度
の
設
置
に
向
け
て

準
備
し
て
い
る
。

　
　

�

図
書
館
の
図
書
購
入
は
、
町
民
か

ら
の
要
望
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を

し
て
い
る
か
。

　
　

�

要
望
の
あ
っ
た
本
は
、図
書
館
で
内

容
等
を
精
査
し
、で
き
る
限
り
お
応

え
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

問答問答

問答問答

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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1部あたりの単価は38.6円です。

リサイクルペーパーを使用しています。

発
　

行
：

内
灘

町
議

会
 

責
任

者
：

議
長

　
生

田
勇

人
編

　
集

：
議

会
広

報
対

策
特

別
委

員
会

〒
920︲0292　

 石
川

県
河

北
郡

内
灘

町
字

大
学

1丁
目

2‐
1

 076︲286︲6715　
 FA

X
076︲286︲6711

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー 

米
田
　
一
香

　
今
回
の
統
一
地
方
選
挙
で

は
議
員
定
数
が
3
名
減
の
13

名
と
な
り
、
少
数
精
鋭
の
新

体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
均
年
齢
も
54
・
5
歳
と

約
6
歳
若
く
な
り
、
石
川
県

で
一
番
元
気
な
議
会
へ
と
さ

ら
に
前
進
し
ま
し
た
。

　
活
力
あ
ふ
れ
る
議
会
を
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、

臨
場
感
あ
る
議
会
だ
よ
り
の

編
集
を
心
懸
け
て
ま
い
り
ま

す
。
み
な
さ
ま
ご
期
待
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
我
々
の
真
剣
な
姿

勢
を
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
ぜ
ひ
と
も
議
場
へ
足

を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

 

〔
磯
貝
　
幸
博
〕

広
報
対
策
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
藤
井
　
良
信

　
副
委
員
長
　
磯
貝
　
幸
博

　
委
　
　
員
　
北
川
　
悦
子

　
委
　
　
員
　
七
田
　
満
男

　
委
　
　
員
　
米
田
　
一
香

﹁
先
輩
マ
マ
さ
ん
と
関
わ
り
た
い
﹂

今
回
紹
介
す
る
方
は
、
ア
カ

シ
ア
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
祭
で
、

内
灘
の
特
産
品
を
販
売
し
て

い
た
林は

や
し

　
莉り

帆ほ

さ
ん
で
す
。

◆
内
灘
に
住
ん
で
何
年
に
な
り

ま
す
か
。

○
内
灘
に
生
ま
れ
育
ち
23
歳
と

な
り
ま
し
た
。

　

結
婚
後
、
１
年
ほ
ど
金
沢
で

暮
ら
し
ま
し
た
が
、
今
は
宮

坂
に
住
ん
で
い
ま
す
。

◆
普
段
は
ど
ん
な
こ
と
を
さ
れ

て
い
ま
す
か
？

○
趣
味
は
お
料
理
で
、２
歳
７
ヶ

月
の
息
子
が
い
る
の
で
、
子

育
て
に
奮
闘
す
る
日
々
で
す
。

◆
理
想
の
内
灘
町
へ
想
い
は
。

○
住
み
や
す
い
、子
育
て
し
や

す
い
町
で
す
。

◆
地
域
づ
く
り
っ
て
ど
う
思
い

ま
す
か
。

○
今
ま
で
地
域
の
方
々
と
あ
ま

り
関
わ
っ
て
こ
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
身
近
に
子
育
て

の
相
談
が
で
き
る
方
が
少
な

い
で
す
。
先
輩
マ
マ
さ
ん
と
、

も
っ
と
関
わ
れ
た
ら
い
い

な
ぁ
。

　

不
安
も
多
い
の
で
、
地
域
で

子
育
て
歓
迎
の
雰
囲
気
が
あ

る
と
も
っ
と
馴
染
み
易
い
と

思
い
ま
す
。

◆
最
近
の
子
育
て
の
悩
み
は
。

○
上
手
に
断
乳
が
で
き
な
い
の

で
悩
ん
で
い
ま
す
。

　

以
前
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に

行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

役
所
関
係
は
な
ん
だ
か
堅
い

感
じ
で
一
人
で
は
行
き
に
く

い
で
す
ね
。

◆
う
ち
な
だ
議
会
だ
よ
り
っ
て

ご
存
知
で
す
か
？

○
ご
め
ん
な
さ
い
、知
ら
な
い

で
す
。

　

広
報
う
ち
な
だ
な
ら
知
っ
て

い
ま
す
が
…
違
う
も
の
で
す

か
？

◆
は
い
、
違
う
も
の
で
す
。
で

も
気
に
な
さ
ら
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　

こ
れ
を
機
会
に
少
し
で
も
興

味
を
持
っ
て
頂
け
た
ら
嬉
し

い
で
す
。

　

莉
帆
さ
ん
、
お
忙
し
い
中
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

議会を傍聴しませんか

議会事務局　TEL286－6715

6月会議の一般質問は11日午前
10時から開会の予定です。議場
の受付は当日、庁舎3階のエレ
ベーター横で行っています。

選挙権

八木 進
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